
シ
ャ
イ
バ

l
ン
朝
の
再
興

堀

徹

l
 
l
 
j
 

ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
パ

I
ニ
l
-
ハ
l
ン
に
率
い
ら
れ
た
遊
牧
ウ
ズ
ベ
ク

族
は
、
一
五

O
O年
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
占
領
を
皮
切
り
に
、
マ

l

・
ワ
ラ
1
・

ア
ン
ナ
フ
ル
、
ホ
ラ
ズ
ム
、
ホ
ラ
l
サ
l
ン
を
席
捲
し
て
テ
ィ
ム
l
ル
朝
を
滅

ぼ
し
、
所
謂
シ
ャ
イ
バ

l
ン
朝
を
建
設
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
五
一

O
年

に
マ
ル
ヴ
郊
外
で
シ
ャ
イ
パ

l
ニ
ー
が
敗
死
し
た
の
を
機
と
し
て
、
シ
ャ

l
-

イ
ス
マ

l
イ
l
ル
の
援
軍
を
得
た
バ

I
ブ
ル
の
進
撃
の
前
に
、
ウ
ズ
ベ
ク
勢
力

は
シ
ル
・
ダ
リ
ヤ
中
流
域
の
ト
ゥ
ル
キ
ス
タ
ー
ン
地
方
へ
一
日
一
後
退
す
る
こ
と

を
絵
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
五
一
一
一
年
の
春
、
ゥ
パ
イ
ド
ゥ
ッ
ラ
l

・
ス
ル
タ
ー

ン
率
い
る
ウ
ズ
ベ
ク
軍
は
、
プ
ハ

l
ラ
1
郊
外
に
メ

1
ブ
ル
軍
を
破
っ
て
再
び

マ
l

・
ワ
ラ
l

・
ア
ン
ナ
フ
ル
を
奪
還
す
る
。
再
建
さ
れ
た
シ
ャ
イ
パ

l
ン
朝

は
十
六
世
紀
末
に
至
る
ま
で
こ
の
地
を
支
配
す
る
が
、
本
部
技
表
で
は
、
そ
の
再

建
の
過
程
を
追
い
つ
つ
、
中
央
ア
ジ
ア
支
配
の
睦
制
に
つ
い
て
、
と
く
に
、
ゥ

パ
イ
ド
ゥ
ッ
ラ
l
政
権
の
そ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

テ
ィ

l
ム
l
ル
と
キ
シ
ム

力日

藤

秀

和

593 

二
二
四

0
年
代
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
H

ハ
ン
園
の
分
裂
後
に
、
マ

l
ワ
ラ
ン
ナ
フ

ル
に
展
開
さ
れ
た
激
し
い
政
争
は
、
ト
ル
コ
U

モ
ン
ゴ
ル
系
諸
部
族
が
在
地
の

農
耕
定
住
祉
舎
の
政
治
的
・
祉
舎
的
・
文
化
的
諸
篠
件
に
規
定
さ
れ
つ
つ
、
そ

の
支
配
的
地
位
を
維
持
す
べ
く
自
ら
を
再
編
成
し
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
。
そ

の
過
程
は
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る
中
央
ア
ジ
ア
支
配
の
限
界
の
克
服
と
い
う
、
い
わ

ば
歴
史
的
要
請
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
一
三
七

O
年
の
テ
ィ
l
ム
l
ル
政
権

の
成
立
は
そ
れ
へ
の
一
つ
の
解
答
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て

テ
ィ

l
ム
I
ル
政
権
成
立
の
歴
史
的
意
義
は
、
先
ず
な
に
よ
り
も
モ
ン
ゴ
ル
支

配
と
の
相
違
に
見
い
だ
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
具
鎧
的
に
は
そ
の
支
配
権
力
や

支
持
基
盤
、
あ
る
い
は
在
地
位
舎
と
の
結
び
附
き
と
い
っ
た
諸
相
の
特
質
の
究

明
を
通
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

従
来
、
モ
ン
ゴ
ル
支
配
層
の
再
編
過
程
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
テ
ィ

I
ム
l
ル
朝
の
モ

γ
ゴ
ル
の
「
縫
承
園
家
」
と
し
て
の
面
が
強
調

さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
爾
者
の
相
違
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
は

来
な
か
っ
た
。
近
年
、
関
野
英
二
氏
が
、
テ
ィ
l
ム
l
ル
政
権
の
成
立
に
よ
っ

て
措
置
来
の
部
族
制
に
基
づ
く
支
配
階
級
に
か
わ
っ
て
、
君
主
と
の
個
人
的
な
つ

な
が
り
に
基
盤
を
持
つ
新
た
な
支
配
階
級
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
こ
と
は
、
こ
の
課
題
究
明
へ
の
大
き
な
前
進
で
あ
っ
た
。
本
渡
表
は
こ
の

関
野
氏
の
見
解
を
引
き
縫
き
な
が
ら
、
テ
ィ

1
ム
l
ル
の
支
持
基
盤
に
つ
い
て

特
に
彼
の
出
身
地
で
あ
り
彼
の
所
属
し
た
バ
ル
ラ
ス
部
族
の
板
綾
地
で
も
あ
っ

た
キ
シ
ュ
地
方
と
の
関
係
に
焦
黙
を
嘗
て
て
再
検
討
し
、
テ
ィ
l
ム
l
ル
政
権

の
特
質
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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